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研究成果の概要（和文）：近・現代のヨーロッパ文学の中に、自国や自らが属する地域に強く根を求めようとする傾向
と、自国や地域を越境して外とつながろうとする二つの傾向が、矛盾のうちに共存していることを、アングロ・アイリ
ッシュというアンデンティーをもつ、W.B.イェイツの独特の文化的帰属意識や、晩年愛国詩人として知られたが、広く
ヨーロッパ文学を吸収して同時代の世界文学に影響を与えた、イタリアのG.ダンヌンツィオの例などを通じて確認した
。また、現代フランスにおいて、国民文学やヨーロッパ文学の枠組みすら越えようとする、「ポスト＝エグゾティスム
」の試みが存在していることが、作家A. ヴォロディーヌ氏の講演を通じて明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We demonstrated that there have been two main tendencies in post-enlightenment 
modern European literature that co-exist though opposing each other. The first tries to find its root in 
a nation or an area one belongs to. The second aspires to transcend the space one belongs to.Two 
interesting cases of these two contradictory tendencies were revealed in W.B. Yeats and Gabriele 
D’Annunzio. In the former it was proved how uniquely and complexly W.B Yeats’s sense of belonging was 
culturally layered despite his Anglo-Irish identities. In the latter, it was detailed how D’Annunzio’s 
interest in broadly defined European literature firmly had its place in the mind of the fervently 
patriotic Italian poet.
In addition, we showed that there is a third tendency that seeks to transcend national literature 
entirely. One example of this tendency was found in “post-exoticism” in current French literature, as 
described in the lecture by Antoine Volodine, a French novelist.

研究分野： フランス文学・フランス地域文化論

キーワード： イェイツ　ダンヌンツィオ　ロマン主義　セルバンテス　ヴォロディーヌ　ジェンダー　ドストエフス
キー　マチャード
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１． 研究開始当初の背景 

EU の経済的統一がひとまず達成されたあ

と、ヨーロッパにおいて、文化的統合も同様

に進められていくのか。言語を基盤とした文

学が国民文学という形をとるのは自然であ

るとして、それが一国・一地域の壁を破って

広がることは、いかにして可能か。この問題

を、イギリス、フランス、ドイツ、ロシア、

スペイン、イタリアの各地域を主たるフィー

ルドとする 9名の文学研究者が連携・協力し、

多様な文化的背景をもつ各国の文学作品や

文学理論を比較検討することによって、21世

紀にふさわしい文学研究のありかたを提示

しようと考えたことが、この研究の発端であ

った。 

２． 研究の目的 

「多様性における統一」が EUの標語である。

EU の経済的統一がひとまず達成され、更に政

治的・社会的統一が進められていく中、文化

面での「多様性における統一」はどのように

して実現されうるのか。本研究はこうした、

ヨーロッパにおける文化の多様性と「一」な

るアイデンティティーの摸索の共存という

側面に焦点をあて、「ヨーロッパ文学」の可

能性・不可能性を地域横断的な観点から総合

的に考察しようとするものである。ヨーロッ

パ「連合」という、この稀有の事象に、文学

を核とした共同体的観点からアプローチす

ることが本研究の目的である。 

３． 研究の方法 

９名の本研究従事者は、それぞれが専門と

する地域に関して、以下の方法で研究を進め

た。 

(1) 展示会・講演会の開催、海外からの研究

者・作家の招聘：国民文学とその超克の具体

的様相を知るために、個別的対象を取り上げ

て、展示会を開催し、関連する講演会を行う。 

(2）海外における資料調査、海外研究者との

意見交換：本研究メンバーが毎年数名海外渡

航し、本テーマに関する資料調査・海外研究

者との意見交換を行う。 

(3）シンポジウムへの参加・研究会の開催： 

本テーマに関連するシンポジウム等に参加

する他、本研究メンバー相互の意見交換の場

として、研究会を開催する。 

(4）各メンバーの個別的研究：本テーマに関

し、本研究に従事する各メンバーが、それぞ

れの方法で研究を進める。 

４．研究成果 

(1) 展示会・講演会等（主たるもの） 

① 2012年 5月 12日〜同 7月 1日に、東京大

学駒場美術博物館において特別展示「W.B. 

イェイツとアイルランド」を開催した。アイ

ルランド国立図書館、ダブリン市立美術館、

東京大学図書館の協力を得たこの展示は、20

世紀英語文学を代表する詩人・劇作家の一人

であるイェイツの文学者としての軌跡と同

時代のアイルランド社会のありようを数多

くの文書と視覚資料で概観した。 

②「ダンヌンツィオに夢中だった頃―ガブリ

エーレ・ダンヌンツィオ(1863-1938)生誕 150

周年記念展」を 2013年 10月 19 日から 12 月

13 日まで東京大学駒場博物館において開催

した（共催ヴィットリアーレ財団ほか）。期

間中は演奏会、国際シンポジウム、ギャラリ

ートーク、講演会、特別講義、主題講義等多

くの関連行事を行い、総入場者数は 4237 人

を数えた。 

③ 2015 年 1 月に、フランスから、作家アン

トワーヌ・ヴォロディーヌ氏を招聘した。氏

は、自らの小説を、「フランス語で書かれた

外国文学」と名付けており、国民文学とその

超克という、本研究のテーマに、貴重な視点

を提供してくれた。1 月 8 日に、氏への長時

間のインタヴューを行った他、1月 16日には、

東京大学駒場キャンパスで、「ポスト-エグゾ

ティスム：総括と展望」と題する氏の講演会

が行われた。 

(2）海外調査等 

メンバーのほぼ全員が、本研究遂行期間中、

一度または数度海外に渡航し、図書館での資



料調査、並びに、海外研究者との意見交換を

行った。 

(3）シンポジウム等（主たるもの） 

①2014 年 6 月 28 日に開催された東京大学総

合文化研究科シンポジウム『地域のかたち 

記憶のかたち』に、本事業研究分担者 2名（鈴

木、斎藤）が参加し、ヨーロッパ文学と記憶

に関する発表を行った。 

②本事業遂行中に 2 回の研究会を開催した。

1 回目（2013年 9月）の研究会では、中尾が、

イェイツ展についての詳細な報告を行った。

2 回目(2015 年 3月)の研究会では、アルヴィ

が、イギリス・ロマン主義について発表を行

った他、鈴木、足立、竹村、村松が研究報告

を行なった。 

(4）個別的研究（各メンバーの研究の具体的

成果については、「5.主な発表論文等」で示

す） 

①研究代表者石井：フランスの著名作家の肖

像をめぐる考察を連載論文にまとめる一方、

19 世紀ヨーロッパの作家や芸術家たちと密

接な交流のあった写真家ナダールに関する

調査を行ない、その成果を一連の論文として

発表した。 

②研究分担者中尾： W. B. イェイツ、ルー

イ・マクニース、シェイマス・ヒーニー等ア

イルランド詩人の帰属意識と移動との関わ

りを研究し、成果を論文として発表したほか、

博物館展示、講演会開催、学会発表を行った。 

③研究分担者アルヴィ：イギリス・ロマン主

義文学とヨーロッパ（イギリスを含まない）、

ヨーロッパを超えた地域に関する影響、宗教

と文学の関係をめぐって研究し、その成果を

学会で発表し、シェリー協会会報に寄稿した。 

④研究分担者鈴木：1)フランスにおける文

化・文明の概念の変遷 2)フランス国家のアイ

デンティティー形成 3)文学と政治の関係の 3

点をめぐって研究し、その成果を論文として

発表した。また、シンポジウムでの発表も行

った。 

⑤研究分担者足立：1)ヨーロッパの神話、文

学テクスト、映画におけるジェンダー、と

くに女性に関する描写 2)ホモソーシャル

な社会の成立過程 3)男性中心主義的物語

を異なる視点から読解する可能性の 3 点を

めぐって研究し、その成果として 2 編の論

文を発表した。 

⑥研究分担者安岡：1）ロシア文学における

「東」と「西」のテーマで、チュッチェフ、

ドストエフスキーからユーラシア主義、プラ

トーノフ、フョードロフの関係について考察

し、その成果を論文として発表した。2）「ド

ストエフスキーと東方キリスト教」というテ

ーマで研究発表を行い、それに関連する作品

の翻訳に従事した。 

⑦研究分担者斎藤：1)国や地域の境界を越え

て創作を続けるラテンアメリカの作家たち

の越境者としての詩学を研究、その成果とし

てアルベルト・ルイ＝サンチェスの小説を翻

訳、刊行した。2)スペインのセルバンテスの

作品の他言語による翻案を研究、シンポジウ

ムでその成果の一部を発表した。 

⑧ 研究分担者竹村：1)スペインのピカレス

ク小説をめぐる新説の是非 2)19 世紀後半の

ラテンアメリカ知識人、ことにホセ・マルテ

ィの反米言説 3)スペイン近代詩人アントニ

オ・マチャードの詩における暗示的手法、の

3 点をめぐって研究し、その成果を論文とし

て発表した。また、学会発表も行った。 

⑨研究分担者村松：1)ダンヌンツィオの生誕

150 周年記念国際シンポジウムで新たな資料

研究に基づく成果を発表 2)ガルドーネのヴ

ィットリアーレ博物館で同年 10 月から日本

で開催の展覧会のための出展品や資料を学

芸員らと確認した。 
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